
様式第１０

地域名

東播臨海広域市町圏

１　目標の達成状況

（ごみ処理）

実績B

/目標A

事業系　総排出量 45,173t 42,141t (-6.7%) 34,134t (-24.4%) 81.0%

　　　　１事業所当たりの排出量 2.90t 2.26t (-22.1%) 1.89t (-34.8%) 83.6%

家庭系　総排出量 90,013t 86,663t (-3.7%) 80,096t (-11.0%) 92.4%

　　　　１人当たりの排出量 172kg/人 188kg/人 (9.3%) 166kg/人 (-3.5%) 88.3%

合　計　事業系家庭系総排出量合計 135,186t 128,804t (-4.7%) 114,230t (-15.5%) 88.7%

再生利用量 直接資源化量 11,002t (8.1%) 11,875t (9.2%) 13,165t (11.5%) 110.9%

総資源化量（集団回収を含む） 29,364t (21.7%) 30,775t (22.8%) 23,521t (21.9%) 76.4%

熱回収量 熱回収量（年間の発電電力量） 32,596 　MWh 54,030 　MWh 120,355 　MWh 222.8%

最終処分量 埋立最終処分量 10,045t (7.4%) 6,933t (5.4%) 6,855t (6.0%) 98.9%

 ※目標未達成の指標のみを記載。

（生活排水処理）

実績B

/目標A

総人口 －

汚水衛生処理人口 101.3%

汚水衛生処理率 103.7%

汚水衛生処理人口 93.1%

汚水衛生処理率 100.0%

汚水衛生処理人口 71.6%

汚水衛生処理率 75.0%

未処理人口 汚水衛生未処理人口 58.0%

 ※目標未達成の指標のみを記載。

31,560 22,330 12,941

合併処理浄化槽等 14,313 17,005 12,172

3.4% 4.0% 3.0%

集落排水施設等 5,934 6,000 5,585

1.4% 1.4% 1.4%

426,145 419,928 410,251

公共下水道 374,338 374,593 379,553

87.8% 89.2% 92.5%

実　績

（平成28年度） （令和 5年度）A （令和 5年度）B

指　　　　　　標
現状（割合※１） 目標（割合※１） 実績（割合※１）

（平成28年度） （令和 5年度）A （令和 5年度）B

排出量

指　　　　　　標
現　状 目　標

循環型社会形成推進地域計画改善計画書（第２次計画分）

構成市町村等名 計画期間 事業実施期間

加古川市、高砂市、稲美町、播磨町 平成３０年４月１日～令和５年３月３１日 平成３０年度～令和４年度



様式第１０（１）

地域名

東播臨海広域市町圏

１　目標の達成状況

（ごみ処理）

実績B

/目標A※２

事業系　総排出量 32,235t 29,481t (-8.5%) 23,007t (-28.6%) 78.0%

　　　　１事業所当たりの排出量 3.33t 3.06t (-8.1%) 1.95t (-41.4%) 63.7%

家庭系　総排出量 55,408t 51,895t (-6.3%) 48,473t (-12.5%) 93.4%

　　　　１人当たりの排出量 157kg/人 146kg/人 (-7.0%) 156kg/人 (-0.6%) 106.8%

合　計　事業系家庭系総排出量合計 87,643t 81,376t (-7.2%) 71,480t (-18.4%) 87.8%

再生利用量 直接資源化量 9,423t (10.8%) 9,988t (12.3%) 9,856t (16.0%) 98.7%

総資源化量（集団回収を含む） 21,069t (22.6%) 20,032t (23.3%) 15,452t (24.2%) 77.1%

熱回収量 熱回収量（年間の発電電力量） 25,635 　MWh 33,630 　MWh 42,347 　MWh 125.9%

最終処分量 埋立最終処分量 3,991t (4.6%) 3,818t (4.7%) 4,251t (5.9%) 111.3%

 ※目標未達成の指標のみを記載。

（生活排水処理）

実績B

/目標A※３

総人口 －

汚水衛生処理人口 102.9%

汚水衛生処理率 105.2%

汚水衛生処理人口 100.9%

汚水衛生処理率 100.0%

汚水衛生処理人口 64.6%

汚水衛生処理率 66.7%

未処理人口 汚水衛生未処理人口 54.6%

 ※目標未達成の指標のみを記載。

26,389 18,000 9,825

合併処理浄化槽等 9,030 12,700 8,206

3.4% 4.8% 3.2%

集落排水施設等 1,513 1,500 1,513

0.6% 0.6% 0.6%

267,724 263,900 257,896

公共下水道 230,792 231,700 238,352

86.2% 87.8% 92.4%

排出量

指　　　　　　標
現　状 目　標 実　績

（平成28年度） （令和 5年度）A （令和 5年度）B

指　　　　　　標
現状（割合※１） 目標（割合※１） 実績（割合※１）

（平成28年度） （令和 5年度）A （令和 5年度）B

循環型社会形成推進地域計画改善計画書（第２次計画分）

構成市町村等名 計画期間 事業実施期間

加古川市 平成３０年４月１日～令和５年３月３１日 平成３０年度～令和４年度



様式第１０（２）

地域名

東播臨海広域市町圏

１　目標の達成状況

（ごみ処理）

実績B

/目標A

事業系　総排出量 7,223t 7,504t (3.9%) 6,509t (-9.9%) 86.7%

　　　　１事業所当たりの排出量 2.06t 2.06t (0.0%) 1.88t (-8.7%) 91.3%

家庭系　総排出量 20,011t 19,931t (-0.4%) 17,951t (-10.3%) 90.1%

　　　　１人当たりの排出量 199kg/人 198kg/人 (-0.5%) 191kg/人 (-4.0%) 96.5%

合　計　事業系家庭系総排出量合計 27,234t 27,435t (0.7%) 24,460t (-10.2%) 89.2%

再生利用量 直接資源化量 827t (3.0%) 827t (3.0%) 2,361t (9.7%) 285.5%

総資源化量（集団回収を含む） 4,511t (15.1%) 5,604t (17.1%) 4,407t (17.1%) 78.6%

熱回収量 熱回収量（年間の発電電力量） 6,961 　MWh 12,000 　MWh 67,499 　MWh 562.5%

最終処分量 埋立最終処分量 3,294t (12.1%) 1,814t (6.6%) 1,508t (6.2%) 83.1%

 ※目標未達成の指標のみを記載。

（生活排水処理）

実績B

/目標A

総人口 －

汚水衛生処理人口 97.4%

汚水衛生処理率 100.7%

汚水衛生処理人口 －

汚水衛生処理率 －

汚水衛生処理人口 82.1%

汚水衛生処理率 86.4%

未処理人口 汚水衛生未処理人口 74.4%

 ※目標未達成の指標のみを記載。

2,010 1,326 987

合併処理浄化槽等 2,321 1,975 1,621

2.5% 2.2% 1.9%

集落排水施設等 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

92,448 89,901 86,990

公共下水道 88,117 86,600 84,382

95.3% 96.3% 97.0%

実　績

（平成28年度） （令和 5年度）A （令和 5年度）B

指　　　　　　標
現状（割合※１） 目標（割合※１） 実績（割合※１）

（平成28年度） （令和 5年度）A （令和 5年度）B

排出量

指　　　　　　標
現　状 目　標

循環型社会形成推進地域計画改善計画書（第２次計画分）

構成市町村等名 計画期間 事業実施期間

高砂市 平成３０年４月１日～令和５年３月３１日 平成３０年度～令和４年度



様式第１０（３）

地域名

東播臨海広域市町圏

１　目標の達成状況

（ごみ処理）

実績B

/目標A※２

事業系　総排出量 3,245t 2,806t (-13.5%) 2,283t (-29.6%) 81.4%

　　　　１事業所当たりの排出量 2.60t 2.17t (-16.5%) 1.59t (-38.8%) 73.3%

家庭系　総排出量 6,773t 6,793t (0.3%) 6,757t (-0.2%) 99.5%

　　　　１人当たりの排出量 197kg/人 183kg/人 (-7.1%) 184kg/人 (-6.6%) 100.5%

合　計　事業系家庭系総排出量合計 10,018t 9,599t (-4.2%) 9,040t (-9.8%) 94.2%

再生利用量 直接資源化量 196t (2.0%) 348t (3.6%) 211t (2.3%) 60.6%

総資源化量（集団回収を含む） 1,782t (16.2%) 2,206t (20.9%) 1,518t (16.8%) 68.8%

熱回収量 熱回収量（年間の発電電力量） 0 　MWh 4,000 　MWh 5,381 　MWh －

最終処分量 埋立最終処分量 1,421t (14.2%) 627t (6.5%) 569t (6.3%) 90.7%

 ※目標未達成の指標のみを記載。

（生活排水処理）

実績B

/目標A※３

総人口 －

汚水衛生処理人口 98.7%

汚水衛生処理率 102.8%

汚水衛生処理人口 90.5%

汚水衛生処理率 94.3%

汚水衛生処理人口 115.4%

汚水衛生処理率 124.0%

未処理人口 汚水衛生未処理人口 57.2%

 ※目標未達成の指標のみを記載。

1,341 1,500 858

合併処理浄化槽等 1,141 810 935

3.6% 2.5% 3.1%

集落排水施設等 4,421 4,500 4,072

14.1% 14.1% 13.3%

31,404 31,846 30,567

公共下水道 24,501 25,036 24,702

78.0% 78.6% 80.8%

排出量

指　　　　　　標
現　状 目　標 実　績

（平成28年度） （令和 5年度）A （令和 5年度）B

指　　　　　　標
現状（割合※１） 目標（割合※１） 実績（割合※１）

（平成28年度） （令和 5年度）A （令和 5年度）B

循環型社会形成推進地域計画改善計画書（第２次計画分）

構成市町村等名 計画期間 事業実施期間

稲美町 平成３０年４月１日～令和５年３月３１日 平成３０年度～令和４年度



様式第１０（４）

東播臨海広域市町圏

１　目標の達成状況

（ごみ処理）

実績B

/目標A※２

事業系　総排出量 2,470t 2,350t (-4.9%) 2,335t (-5.5%) 99.4%

　　　　１事業所当たりの排出量 2.21t 2.00t (-9.5%) 1.69t (-23.5%) 84.5%

家庭系　総排出量 7,821t 8,044t (2.9%) 6,915t (-11.6%) 86.0%

　　　　１人当たりの排出量 193kg/人 186kg/人 (-3.6%) 157kg/人 (-18.7%) 84.4%

合　計　事業系家庭系総排出量合計 10,291t 10,394t (1%) 9,250t (-10.1%) 89.0%

再生利用量 直接資源化量 556t (5.4%) 712t (6.9%) 737t (8.0%) 103.5%

総資源化量（集団回収を含む） 2,002t (19.5%) 2,933t (28.2%) 2,144t (23.2%) 73.1%

熱回収量 熱回収量（年間の発電電力量） 0 　MWh 4,400 　MWh 5,128 　MWh －

最終処分量 埋立最終処分量 1,339t (13.0%) 674t (6.5%) 527t (5.7%) 78.2%

 ※目標未達成の指標のみを記載。

（生活排水処理）

実績B

/目標A※３

総人口 －

汚水衛生処理人口 102.8%

汚水衛生処理率 101.2%

汚水衛生処理人口 －

汚水衛生処理率 －

汚水衛生処理人口 92.8%

汚水衛生処理率 93.2%

未処理人口 汚水衛生未処理人口 84.5%

 ※目標未達成の指標のみを記載。

1,820 1,504 1,271

合併処理浄化槽等 1,821 1,520 1,410

5.3% 4.4% 4.1%

集落排水施設等 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

34,569 34,281 34,798

公共下水道 30,928 31,257 32,117

89.5% 91.2% 92.3%

実　績

（平成28年度） （令和 5年度）A （令和 5年度）B

指　　　　　　標
現状（割合※１） 目標（割合※１） 実績（割合※１）

（平成28年度） （令和 5年度）A （令和 5年度）B

排出量

指　　　　　　標
現　状 目　標

循環型社会形成推進地域計画改善計画書（第２次計画分）

構成市町村等名 計画期間 事業実施期間

播磨町 平成３０年４月１日～令和５年３月３１日 平成３０年度～令和４年度



＜ごみ処理＞

・

　 ＜生活排水処理＞

・ 2市2町全体では、人口以外のすべての項目において目標を達成している。

■目標達成年度　令和10年度まで

＜ごみ処理＞

・ 各市町の達成状況が異なることから、2市2町個別に改善策を実施する。

　 ＜生活排水処理＞

・ 各市町で達成状況が異なることから、2市2町個別に改善策を実施する。

４　兵庫県知事の所見

2市2町全体では、集団回収を含む総資源化量が令和5年度実績値23,521tであり、令和5年度目標値30,775ｔを達成できなかった。目標を達成できない
主な原因は、ごみ減量化が進んだ結果としてとらえているが、排出量に対する資源化量の割合も若干の減少がみられる。各市町により達成状況が異
なることから、2市2町個別に分析及び改善策を実施する。

２　目標が達成できなかった要因（加古川市、高砂市、稲美町、播磨町合計）

３　目標達成に向けた方策（加古川市、高砂市、稲美町、播磨町合計）

・総資源化量については、市民への啓発等により改善が図られると考える。

2要因、3方策、4所見（加古川市、高砂市、稲美町、播磨町合計）－6



＜ごみ処理＞
■排出量

・ 1人当たりの排出量の令和5年度実績値は156㎏/人で、令和5年度目標値146㎏/人を達成できなかった。

・ 生活系ごみの総排出量は大幅に減少しているが、直接資源化量が想定以上に増加しなかったため目標未達となった。

　 ＜生活排水処理＞

■目標達成年度　令和9年度まで

＜ごみ処理＞
■排出量

・ 生活系のごみの減量化は進んでいることから、加古川市一般廃棄物処理基本計画の中間年である令和9年度を目途に、市民に分別について啓発を行
うことで目標達成に努めたい。

　 ＜生活排水処理＞

４　兵庫県知事の所見

３　目標達成に向けた方策（加古川市）

２　目標が達成できなかった要因（加古川市）

・生活系の一人あたり排出量については、市民への啓発等により改善が図られると考える。

2要因、3方策、4所見（加古川市）－7



＜ごみ処理＞
■再生利用量（総資源化量）

・

・

　 ＜生活排水処理＞

■目標達成年度　令和10年度まで

＜ごみ処理＞
■再生利用量（総資源化量）

・ 令和5年3月から指定ごみ袋制度を導入（対象：燃やすごみと燃やさないごみ）しており、更なる資源物の適正排出・分別徹底を図り、資源化量の
増加につなげる。

　 ＜生活排水処理＞
■合併処理浄化槽等

・ 今後も引き続き高砂市ホームページや広報等において、合併処理浄化槽設置補助制度の周知並びに利用の促進を図っていく。

４　兵庫県知事の所見

再生利用量（総資源化量）の令和5年度実績値は4,407ｔであり、令和5年度目標値5,604ｔを達成できなかった。
排出量に対する資源化量の割合は、実績値・目標値とも17.１%であったことから、ごみの減量化が進んだ結果であると考えている。

２　目標が達成できなかった要因（高砂市）

３　目標達成に向けた方策（高砂市）

・総資源化量については、更なる分別徹底等により改善が図られると考える。

2要因、3方策、4所見（高砂市）－8



＜ごみ処理＞
■排出量

・ 1人当たりの排出量の令和5年度実績値は184㎏/人であり、平成28年度実績値に比べ6.6％減少し、令和5年度目標値183㎏/人を達成できなかった。

・ 目標を達成できなかった要因として、水切りや分別の徹底の啓発活動を行っているが取組みが十分に浸透せず、食品残渣等生ごみの減量化の遅
れ、雑がみ類の分別の不徹底があることや資源ごみとしていたプラ製容器包装類を広域ごみ処理施設高効率発電にてエネルギー回収を実施したた
め、想定よりも家庭系ごみの1人当たりの排出量が増加したことが考えられる。

■再生利用量
・ 総資源化量の令和5年度実績値は1,518ｔであり、令和5年度目標値2,206ｔを達成できなかった。

・ 目標を達成できなかった要因として、町内に小売店頭など民間設置の資源回収ボックスが増加し行政回収や集団回収を待たずに民間設置の利用が
増えたことや資源化を実施している剪定枝や草類の排出量が想定より少なかったことなどが考えられる。

＜生活排水処理＞
■公共下水道

・ 汚水処理衛生処理人口の令和5年度実績値は24,702人であり、令和5年度目標値25,036人を達成できなかった。

・ 目標を達成できなかった要因として、総人口予測と現状の人口に差（1,279人減少）が生じていることが考えられる。

■集落排水施設等
・ 汚水処理衛生処理人口の令和5年度実績値は4,072人であり、令和5年度目標値4,500人を達成できなかった。

・ 目標を達成できなかった要因として、総人口予測と現状の人口に差（1,279人減少）が生じていることが考えられる。

■目標達成年度　令和10年度まで

＜ごみ処理＞

■排出量
・ 事業系一般廃棄物については、多量排出事業者に対して本町手引き等に基づき、ごみ減量・リサイクルに関する指導やアドバイスを行うことで、

発生抑制及び再生利用の推進を図る。また、事業系食品ロスの削減に向けて、フードバンク活動団体の取組への支援の依頼などを行い、食品廃棄
物の発生抑制及び再生利用の促進を図る。

・ 家庭系一般廃棄物については、生ごみの水切り徹底や雑がみ類の分別などのごみ減量やリサイクルを推進するため、SNS等の広報媒体を活用した
積極的な啓発活動を実施する。

■再生利用量
・ 可燃ごみの中に含まれる雑がみや剪定枝・草類の資源化を推進するため、住民及び排出事業者に対して資源化への指導やアドバイスを行う。

・ コロナ禍の影響で集団回収を自粛もあったので、集団回収に対する働きかけを強化し、実施団体数の回復に取り組むことにより、集団回収率の向
上を図る。

　 ＜生活排水処理＞

４　兵庫県知事の所見

２　目標が達成できなかった要因（稲美町）

３　目標達成に向けた方策（稲美町）

公共下水道への接続率については順調であるが、未接続世帯についてより一層広報活動に取り組む。汚水衛生未処理人口は目標達成し
たものの汚水衛生処理率向上のため、引き続き交付金制度を活用し合併処理浄化槽への移行に取り組む。

住民や事業者と連携し、ごみの発生抑制等に重点を置いた3Rの取組みを推進するとともに低炭素社会実現に向けて環境負荷の低減に取
り組む。

・生活系の一人あたり排出量については、積極的な市民への啓発等により改善が図られると考える。

2要因、3方策、4所見（稲美町）－9



＜ごみ処理＞
■再生利用量

・ 総資源化量の令和5年度実績値は2,144ｔであり、令和5年度目標値2,933ｔを達成できなかった。

・ 目標を達成できなかった要因として、水切りや分別の徹底の啓発活動を行っているが取組みが十分に浸透せず、食品残渣等生ごみの減量化の遅れ、
雑がみ類の分別の不徹底があることや町内に小売業者などの民間設置の資源回収ボックスが増加し行政回収や集団回収を待たずに民間設置の利用が
増えたこと及び資源化を実施している剪定枝や草類の排出量が想定より少なかったことなどが考えられる。

　 ＜生活排水処理＞
■合併処理浄化槽等

・ 汚水処理衛生処理人口の令和5年度実績値は1,410人であり、令和5年度目標値1,520人を達成できなかった。

・ 目標を達成できなかった要因として、公共下水道整備計画が進行し整備地区での未接続世帯について戸別訪問による接続のお願いなどにより公共下
水道への移行が想定より早かったことなどが考えられる。

■目標達成年度　令和10年度まで

＜ごみ処理＞

■再生利用量
・ 可燃ごみの中に含まれる雑がみや剪定枝・草類の資源化を推進するため、住民及び排出事業者に対して資源化への指導やアドバイスを行う。

・ 奨励金制度を周知徹底し、集団回収に取り組む団体数を増加させ、再生利用量の増加、住民に対する普及啓発を図る。

・ 廃プラスチック製品の分別回収・資源化によるプラスチック資源循環を推進する。

　 ＜生活排水処理＞

■合併処理浄化槽等
・ 汚水衛生未処理人口は目標達成したものの非水洗化世帯及び単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換を促進するため、町ホームページやSNSな

どの広報活動を積極的に取り組む。

４　兵庫県知事の所見

２　目標が達成できなかった要因（播磨町）

３　目標達成に向けた方策（播磨町）

住民や事業者と連携し、ごみの発生抑制等に重点を置いた3Rの取組みを推進するとともに低炭素社会実現に向けて環境負荷の低減に取り組
む。

下水道整備の促進はもとより、既に整備された地区については下水道接続の促進に努め、合併処理浄化槽を設置した家庭については保守点
検・維持管理の徹底を図るとともに、未処理世帯については合併処理浄化槽への転換を促進する。

・総資源化量については、市民への啓発等により改善が図られると考える。

2要因、3方策、4所見（播磨町）－10


